
さとう知一ともかず
神奈川県議会議員 神奈川県議会　民主党県議団　副団長

44歳 

FAX.046-221-5544コチラに
送信ください

お名前・
ご連絡先

　日ごろより御理解と御協力を頂き、誠にありがとうございます。
　「全員野球」をモットーに市民・県民の方々のお知恵とお力を
頂きながら、毎日の政治活動を行なわせて頂いております。
アンケートを実施し、議会一般質問をはじめ、政策として皆様
の声を政策に活かす活動をして参りました。今回は県政につい
てのアンケートです。
　お手数ですが、右記アンケートご記入のうえ、ＦＡＸ（もしくは
郵便・電子メール）にて、ご返信頂ければ幸いです。
　頂戴致しましたご提案・ご意見につきま
しては、責任を持ちまして、現場に伝え、
今後の県政運営の参考とさせて頂くよう
働きかけてまいります。佐藤知一の議会
活動の際にも皆様方からの声として、
お伝えさせて頂くつもりです。 
（もちろん、皆様方のお名前につきま
しては、一切の公表は致しません。）
　今後ともご支援いただけます
よう、宜しくお願いいたします。

Ｑ１現在、「神奈川県」が良く取り組んでいると思う項目は
どれですか。（複数回答は２つまで可。）

１、治安対策                ２、行財政改革　３、環境対策  4、震災対策
５、交通渋滞の緩和政策　６、教育政策　　７、街づくり・地域活性化
８、その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ2「神奈川県」の行財政改革について今後、特に力を入れて進めてほしい項目は何ですか。（複数回答は２つまで可。）

Ｑ3 差し支えのない場合は、お名前・ご連絡先をお記しください。

Ｑ4 その他、ご意見などございましたら、お書きください。 たりない場合は、別の用紙をご利用ください。

１、県政に関する情報提供・県民ニーズの把握
２、県民の参画を得て、県民とともにすすめる県政（パートナーシップによる県政）
３、行政評価の実施・活用　　４、外郭団体の見直し
５、職員数の削減　　　　　　６、業務の民間委託や民営化
７、県庁・庁内改革の推進　　8、職員の意識改革、資質の向上
９、接遇やマナーの向上など、県民の視点に立った改善
10、その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

選
択
肢
の
あ
る
も
の
は
、
番
号
に「
○
」
を
つ
け
て
下
さ
い
。

ご協力ありがとうございました。皆様の声は「神奈川県政」に反映させて頂きます。

／厚木市寿町１-２-３-101　民主党 さとう知一事務所宛 郵　　　送
／ sfc310@hotmail.com 電子メール 

※ブログは毎日更新中！　活動報告を毎日コツコツ公開し既に13年目。「継続は力なり」が信条。

satotomokazu.wordpress.com
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　全国組織「学校トイレの洋式化を推進
する地方議員ネットワーク」メンバーと
して、公衆トイレの洋式化を強力に推進
しています。
　県内では、多くの高校において、施設
の老朽化が深刻な問題となっています。
特にトイレ設備においては、問題がある
個所が多く見受けられます。「和式」が
主流となっている学校トイレの洋式化を
求める声は多くあります。
　文部科学省に設置された学校施設整備
に関する検討会も「災害時には高齢者や
障害者等、要援護者が使用することを
想定した公衆トイレは洋式が望ましい」
としています。

子どもたちが学校でトイレを我慢しないで
明るく楽しく健康的・衛生的に学校生活を
おくれ、成績もアップする。1
2
3

もしもの災害時に身近な避難所となる
地域の学校トイレが和式だけだと
高齢者・障がい者がつらい。

和式よりも圧倒的に節水で環境にやさしく、
市民の税金で支払う学校水道料金が
約 1/3 も節水できる。

学校トイレの洋式化を
推進する

議員ネットワークでは
、大きく３つの理由か

ら、

洋式化を強力に進めて
います。

厚木市民の皆さま　（神奈川県政についてアンケートのご依頼）ご協力よろしく
お願いいたします。
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国組織
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ネットワークの

中心メンバーと
して、

学校トイレ洋式
化を強力に

推進しています
。
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神奈川県議会議員 佐藤知一事務所
TEL／FAX：046－221－5544　直通電話：070－6407－3910
電子メール　sfc310@hotmail.com　http://sato1970.spaces.live.com

〒243-0003 厚木市寿町1-2-3-101

さとう知一
厚木生まれ厚木育ち。44歳。
厚木幼・厚木小・厚木中・日大藤沢高校・
慶応義塾大学（総合政策学部）・早稲田大学大学院（国際関係学修士）修了。
修士論文は「厚木の環境と農業政策」。 大学と大学院の学費は全て、
慶応義塾奨学金ほか3つの奨学金により、 自力調達し卒業。

略
　歴

神奈川県議会議員
県議会民主党かながわクラブ議員団

県会議員就任以来、隔週（２週間に一度ずつ）で
タウンニュースへの掲載を継続しています。

タウンニュース 厚木版
掲載

　
生
活
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困
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迎
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県
内
で
も
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進
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も
あ
り
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